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＜今年もよろしくお願いいたします＞
遅くなりましたが、皆様新年あけましておめでとうございます。今年も

赤屋小学校の子ども達、教職員共々、よろしくお願いいたします。
年末は大雪のため、終業式を一日繰り上げ２２日で２学期を終業といた

しました。このような大雪にもかかわらず、地域では朝早くから沿道の除
雪をしていただき、また保護者の皆様には子ども達の安全な登下校にご配
慮いただき、感謝申しあげます。まだまだ雪の季節は続きます。引き続き
皆様のご協力のほど、よろしくお願いいたします。

＜３学期に向けて＞
１月１０日、赤屋小学校の３学期が始まりました。残念ながら、体調不良などで全員そ

ろっての始業式とはなりませんでしたが、寒かった教室にも暖房が入り、久しぶりに子ど
も達の元気な声が戻ってきました。
始業式では、３学期にあたり、次の言葉をメッセージとして送りました。

失敗は 成功の もと

昔からよく言われることですね。
４月から子ども達には自分で『きめる・きめなおす』ことを大切にしてほしいと話して

います。しかし、子どもが自分できめる時には当然、失敗もつきものです。ですが、失敗
も含めて経験しないと子ども達は決して学べませんし、成長もしません。試行錯誤がたく
さんできるのは、子どもの特権です。ぜひ私自身も含め、周りの大人が、チャレンジ精神
を大いに認め、失敗も含めて子ども達を温かく見守り、支えていければと思います。

＜新年の書初め会＞
１月１２日、新学期早々、赤屋小学校では新年の書初め会を

開きました。１・２年生は教室でフェルトペンを使って、３～
６年生は体育館に集まった後それぞれの場所で大筆を使って取

り組みました。３年生以上の作品は県書初め展に出品します。
また教室や廊下にも作品を掲示してあります。子ども達の力作
がそろいました。

＜授業公開日＆ＰＴＡ研修会＞
１月１９日、今年初めての授業公開日とＰＴＡ研修会を開きました。今回は全学級とも、

性教育に関する授業を公開、また授業公開の後はＰＴＡ研修会を開きました。
研修会では米子のミオ・ファティリティ・クリニックの葉山美紀子さんを講師にお迎え

し、たくさんの話を聞くことができました。これから思春期を迎える子ども達の体や心の
変化、そんな我が子との向き合い方について考えを深める場となりました。よく「性教育」
は「生教育」と言われます。我が子も自分自身も、これからどう生きるか、どう周りの人
と関わるかを考える、大変貴重な時間となりました。

＜１・２年生＞ ＜３・４年生＞ ＜５・６年生＞ ＜ＰＴＡ講演会＞



＜赤屋小のまどから＞

■■ろここカフェでの発表■■
毎月１６日に赤屋交流センターで開かれる「ろここカフェ」

で、わかば学級から国語のミニ発表をさせていただきました。
発表は絵本「かめくんのさんぽ」のペープサート（紙人形

劇）です。かめくんが動物のなかまに、一緒に散歩に出かけ
ようと誘います。
学校でくり返し練習し、かわいく、元気よく、大きな声で

発表ができました。たくさんの地域の皆様からお褒めの言葉

もいただきました。一緒に発表を見ていただいた皆様、あり
がとうございました。

■■昼休みのバスケットボール マイケル先生も一緒に■■

毎週水曜日は ALT のマイケル先生の来校日です。毎回学級担任
と一緒に、３・４年生の外国語活動、５・６年生、わかば学級の
外国語科（英語）の授業を進めます。
さらに、一緒に食べる給食の時間と、一緒に遊べる昼休みも、

子ども達にとってはとても楽しみな時間。今日は１年生から６年

生まで入り乱れて、体育館でのバスケットボールです。
大人はドリブル禁止、低学年はボールを持って走ってもよいと

いう特別ルールで、みんなが笑顔で楽しみました。

２月 おもな行事予定

２月 １日（水）全校朝礼
２日（木）新１年生 一日入学
３日（金）伯太中学校 物品購入
６日（月）防犯教室
９日（木）なわとび大会

１１日（土）ＰＴＡイベント（予定）
１４日（火）図書フェスティバル・健康メディアウィーク（～２１日）
１５日（水）全校朝礼、クラブ発表会（午後：交流センターにて）
２４日（金）漢字チャレンジ
２７日（月）計算チャレンジ

２８日（火）スクールカウンセラー来校日（午後）

＜今後の主な予定＞
３月１７日（金）卒業式 ２４日（金）修了式・離任式

＜お知らせ＞
市内の特別支援学級の子ども達の作品を展示する「ふれあい広

場作品展」が、今年度はアルテピアを会場に開かれます。例年よ
り会期も長くなりました。お休みの日ですが、ぜひご覧ください。

私の最近の日課は、夕ご飯の後、録画した NHK 朝の連続テレビ小説
「舞いあがれ！」を見ること。その中でこんなシーンがありました。

家業の工場を助けるためパイロットになる会社の内定を断った主人公。
そのことを祖母に「内定を辞退して、ごめんね。」とわびる孫に対し
「謝ることじゃなか～。よーく決心したねえ。」と励ます祖母。
赤屋小の「きめる」ことと同じ。涙を流しながら、私もひとりで「決

心すること」「きめること」と、周囲の支えについて考えました。


